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　にわとりと卵みたいだが， 計算機の性能が向上するにつれ， リアルタイムの要求はますます苛酷

になってくるらしい． そんな凄いリアルタイム処理ができるなら， これもやりたい， あれもやってみ

たいということで， 特集テーマ「人間支援のための分散リアルタイムネットワーク」（ゲストエディ

タ 土井美和子） の研究プロジェクトが始まっている． 広域にばらまかれているセンサで瞬時に感知

した情報が高速ネットワークを流れると， これはもうユビキタスどころではなく， 常時見張られて

いる世界の構築でもある． 研究者には「夢来たす（ドリカム）」かも知れぬが， どうなっていくのか． 

（傍白 : 原稿が遅れたりで， 会誌の編集も結構ハードリアルタイムです）

　世界で初めて夏季オリンピックの情報通信サービスを行ったのは日本アイ・ビー・エムが担当し

た1964年， 東京大会である． 「オリンピックにおける ITソリューション」（田崎雅彦）は2002年， 

ソルトレーク冬季大会では， それがどんな具合いだったか解説する．

　バスといえばむかしはボード間をつなぐものであった． ところがバスもついにチップの上で機能

ブロックをつなぐところまで来た． 安生健一朗の「やさしいハードの話 : オンチップバスの話」に

はそういうバスのプロトコルが詳述してある．

　連載「日本の情報処理技術の足跡」は垂井康夫による「日本の半導体技術とコンピュータ」だ． 

通産省が主導した超高性能電子計算機プロジェクトに続き， 超 LSI プロジェクトが実施された． あ

れもふたむかし以前の1970年代であったのか．

　今月の「ITルネサンスのために」は土井美和子が「ちょっと覚えておいてね」． 最近の情報機器

は複雑怪奇， やたらに内部状態があるが， 再起動時には直前の状態に戻るべきと訴える． これは情

報機器が個人用になった何よりの証左．他人使用後のワープロに向かうと， 前人の学習効果で「検

討し」の変換が「遣唐使」になり驚いたりした．

　最近の読者にはあまり関心がないと思われるが， 情報処理国際連盟（IFIP）という組織がある． 

我が学会もメンバであり，IFIP 委員会も活躍中． 本号には委員長堀越彌や各TCの日本代表の書く

「IFIP 近況報告」を掲載した．わー，TCって13まであるんだ（4は欠番）．

　その IFIP WG2.1のある研究会で編集子が同室になったのは Johnであった． 初日， Johnは現

れぬ．晩に部屋に行ってみると，Johnはすでに寝ていた． 寝ながらハローと挨拶されたのが John

との初対面． Rodの方はエディンバラで彼を訪ねると自宅に招き，サウナに入れてくれる． そうい

う思い出のコンビ，Burstall, Darlingtonの Transformation Systemを武市正人が紹介する．

名著名論のもう一方は， これもよく知られたDonovanの Systems Programmingで，翻訳者で

もある池田克夫に書いてもらう．

　コラム「日本の IT事情：データベースから見たコンテンツビジネスの日米比較」で長塚隆はデ

ータベースサービスにおける日米格差をいかに克服すべきかにつき， 5項目の提案を試みている．

　とっきょの話は「技術標準と特許権」（畑中高行）．製造業としては大きい市場をつかむべく， 自

社製品をデファクトスタンダードにしようと画策するが， さような規格の出来方の説明．

　 Alan Kay「New Frontiers for Practical Computing」は昨年9月，FIT2002での招待講演

の抄訳である． 11月末， AlanはHP研究所のフェローになったというニュースが駆けめぐったが， 

自分の会社もしっかりやるらしい． 近くまた京都に来ると仄聞する．

 　藤崎哲之助の「米国ベンチャー動向」はなかなか読み応えがあるね． なるほど， ドットコム企業

はそうやってつぶれていくのかとひとり納得． 「キャッシュがすべて」とはまさにShylock のせり

ふや．

　JR東日本に最近まで日帰りめぐり姫パスという乗車券があった． 2人用と3人用があり， 1人だ

と使えない． さて a人用と b人用があれば， 何人の旅行では不便かという問題を解くのがプログラ
ム・プロムナード「倍数の和による整数の表現」（石畑清）．今月は超やさしい． （jrh）
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